
04/12/09 体育科の授業～先生方のイイね～ 

保健体育の授業を通して、潤いのある人生を送ってほしい！by 久徳 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 S さんにインタビュー 

１．今日の授業を振り返ると？ 

 自分の年齢に合わせて、運動とスポー

ツとの関わり方についてライフプラン

を作ることができた。 

２．ライフプランで工夫した点は？ 

スポーツは苦手だけど、好きな方なの

で、ヨガとマラソンを続けて、いつまで

も健康で美しくありたい。 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 9 日(金)、保健体育科の金城久徳先生が授業を

公開しました(１年７組)。本時の授業は、運動やスポー

ツの「多様な関わり方」について考えることが目的です。 

まず、３年ぶりに開催されたＮＡＨＡマラソンの写真

を紹介し、「ランナー以外にどんな人がいるかな？」と問

いかけることで、応援する人や運営する人など、スポー

ツには多様な関わり方があることを確認し、本時の問い

(ねらい)につなげていました(図１の赤丸〇)。 

また、生徒一人ひとりにタブレットが手渡され、ロイ

ロノートを使って、自身に合ったスポーツライフプラン

を作成していたのもナイスです(生徒全員が Output す

る場面設定・一人１台端末の効果的な活用)。 

教頭先生(保健体育科)からは、教師が「する・みる・

支える・知る」と整理整頓してレールに乗せるのではな

く、生徒が運動やスポーツにどのように関わっていくか

自由に Output させ、その多様な発想やアイディアか

ら、「する・みる・支える・知る」を生み出してカテゴラ

イズしていく授業をデザインすると、生徒が本時のねら

いをより深く理解する姿が期待できるかもしれないと、

アドバイスをいただきました。 

「運動部活動と体育の授業の違いとは？」 中学校学習指導要領解説(保健体育)を参考に考えてみました🤔 

体育や保健の見方・考え方を働かせとは、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏まえ、「運

動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、

自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること」とあります。 

運動部活動は“する”が主眼に展開されがちかもしれません。スポーツが人生に潤いを与えることは周知の

事実です。運動の好きな生徒は、自然とそのようなアプローチができますが、運道が苦手な生徒でも“みる”

“支える”“知る”という視点から生涯スポーツにアプローチすることもできると思います。 

もしかしたら保健体育と運動部活動との違いは、その点にあるのかな？とドゥーチームニー(自問自答)する

ほど、とても参考になる保健の授業でした。 

表１ スポーツライフプランシートをロイロノートで作成し提出する（Sさん） 

図１ 那覇マラソンの映像から「する・みる・支える・知る」を確認 

図２ Ｓさんのスポーツライフプランの良いところを評価する姿 


